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全
議
案 

原
案
ど
お
り
承
認
可
決

総
代
１
３
８
名
、役
員（
理
事

監
事

）66
名
を
選
任

第１回理事会

理
事
長
改
選
お
こ
な
わ
れ
る

金
内
理
事
長 

３
期
目
へ
続
投

新
た
に
選
任
さ
れ
た
理
事

（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
所
属
支
部
）

第24回通常総会・第67回通常総代会〈５月24日〉

改選

　

総
代
、
役
員
と
も
に
３
年
の
任
期
を
迎
え
た
平
成
28
年

度
の
総
会
と
総
代
会
が
、
５
月
24
日
、
美
容
会
館
９
階

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
１
時
か
ら
始
ま
っ
た

総
会
で
は
、
唯
一
の
議
案
で
あ
る
「
総
代
選
任
の
件
」
が

上
程
さ
れ
、
予
め
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け
出
さ
れ
て
い

た
１
３
８
名
の
総
代
が
新
た
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
総
会
終

了
後
、
休
憩
を
は
さ
ん
で
、
新
総
代
に
よ
る
総
代
会
が
午

後
２
時
か
ら
開
会
。
平
成
27
年
度
の
事
業
や
収
支
決
算
の

報
告
に
続
い
て
、
平
成
28
年
度
の
事
業
計
画
、
同
収
支
予

算
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
の
選
任
が
行
わ
れ
、
新
理
事
63
名
と
新
監
事
３
名

を
選
出
す
る
な
ど
総
代
会
に
提
出
さ
れ
た
14
議
案
全
て
が

原
案
の
と
お
り
承
認
可
決
さ
れ
て
３
時
過
ぎ
終
了
し
ま
し

た
。
議
案
と
審
議
結
果
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

平
成
28
年
度
組
合
費
、
加
入

金
賦
課
額
及
び
徴
収
方
法
決

定
の
件

　

組
合
費
、
加
入
金
と
も
昨

年
度
と
同
額
と
し
、
例
年
ど

お
り
の
方
法
で
徴
収
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
７
号
議
案

平
成
28
年
度
借
入
金
議
決
の

件
　

歳
計
現
金
に
不
足
が
生
じ

た
時
の
借
り
入
れ
条
件
等
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
８
号
議
案

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
規

程
制
定
の
件

　

組
合
が
保
有
、
取
得
す
る

個
人
情
報
を
保
護
す
べ
く
、

新
た
に
規
程
を
制
定
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
９
号
議
案

労
働
保
険
事
務
組
合
事
務
処

理
規
程
の
一
部
変
更
案
承
認

の
件

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
扱
い

に
対
応
す
る
た
め
、
規
程
の

一
部
を
追
加
変
更
す
る
こ
と

第
１
号
議
案

平
成
27
年
度
事
業
報
告
承
認

の
件

　

１
年
間
の
事
業
が
報
告
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案

平
成
27
年
度
財
産
目
録
、
貸

借
対
照
表
、
収
支
決
算
書
及

び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
並

び
に
監
査
報
告
の
件

　

１
年
間
の
決
算
等（
２
面
）

が
報
告
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
号
議
案

出
資
増
額
承
認
の
件

　

昨
年
度
中
の
出
資
の
増
額

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案

平
成
28
年
度
事
業
計
画
議
決

の
件

　

原
案
（
２
面
）
の
と
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
号
議
案

平
成
28
年
度
収
支
予
算
議
決

の
件

　

原
案
（
２
面
）
の
と
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
６
号
議
案

れ
て
い
た
候
補
者
１
３
８
名

を
総
代
に
選
任
す
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

総
代
選
任
の
件

　

現
任
の
総
代
が
任
期
満
了

の
た
め
、
事
前
に
届
け
出
さ

第
24
回
通
常
総
会

第
67
回
通
常
総
代
会

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
10
号
議
案

特
定
個
人
情
報
取
扱
規
程
制

定
の
件

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入

に
伴
い
、
組
合
及
び
労
働
保

険
事
務
組
合
に
お
い
て
特
定

個
人
情
報
を
適
正
に
取
り
扱

う
為
、
新
た
に
規
程
を
制
定

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。第11

号
議
案

就
業
規
程
の
一
部
変
更
案
承

認
の
件

　

個
人
情
報
及
び
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
導
入
に
伴
い
、

関
連
条
項
の
一
部
を
変
更
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
12
号
議
案

理
事
改
選
の
件

　

任
期
満
了
に
よ
り
別
掲
の

63
名
が
新
た
な
理
事
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

第
13
号
議
案

監
事
改
選
の
件

　

任
期
満
了
に
よ
り
次
の
３

名
が
新
た
な
監
事
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
・
カ
ッ

コ
内
は
所
属
支
部
）

富
岡
啓
夫
（
荒
川
）

黒
田
恵
美
子
（
小
岩
）

小
林
晟
致
（
東
村
山
）

第
14
号
議
案

総
代
補
欠
選
任
の
件

　

総
代
に
欠
員
の
あ
る
次
の

支
部
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
総
代
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称

略
）

荒
川
支
部　
　

高
梨
敏
雄　

小
岩
支
部　
　

川
脇　

茂

東
村
山
支
部　

辰
島
清
江

　

総
代
会
終
了
後
、
新
理
事

に
よ
る
第
１
回
理
事
会
が
美

容
会
館
２
階
研
修
室
で
開
か

れ
、
任
期
満
了
に
伴
い
理
事

長
以
下
役
職
者
の
選
挙
・
選

任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

先
ず
、
理
事
長
職
の
決
定

に
つ
い
て
は
、
選
挙
管
理
委

員
長
が
議
長
と
な
り
、
最
初

に
欠
席
理
事
の
書
面
出
席
の

取
扱
い
に
つ
い
て
決
め
、
そ

し
て
期
日
ま
で
に
選
挙
管
理

委
員
会
に
立
候
補
の
届
け
出

が
あ
っ
た
金
内
光
信
氏
と

佐
々
木
泰
明
氏
の
二
名
が
所

信
表
明
を
行
っ
た
後
、
規
定

に
よ
り
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
立
会
い

の
下
、
投
開
票
が
行
わ
れ
、

そ
の
結
果
、
金
内
光
信
氏
が

当
選
し
３
期
目
の
組
合
運
営

の
舵
取
り
が
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
内
氏
よ
り
今
後
の
意
気

込
み
な
ど
、
改
め
て
理
事
長

就
任
の
弁
が
述
べ
ら
れ
た
後
、

副
理
事
長
以
下
の
役
職
者
に

つ
い
て
諮
ら
れ
、
理
事
長
に

一
任
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
、

次
回
の
第
２
回
理
事
会
に
お

い
て
発
表
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
又
、
常
任
理
事
９

名
の
う
ち
６
名
に
つ
い
て
は
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
１
名
の
候

補
者
を
６
月
10
日
ま
で
に
推

薦
し
て
も
ら
い
、
そ
の
者
を

常
任
理
事
と
し
て
選
任
す
る

こ
と
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

川
田
温
子
（
荏
原
）

渡
邊
武
雄
（
大
森
）

横
田
忠
幸
（
雪
谷
）

根
本
健
一
（
蒲
田
）

若
月
真
知
子
（
糀
谷
）

石
井
庸
子
（
世
田
谷
）

星　

明
子
（
梅
丘
）

因
幡
有
紀
（
玉
川
）

盛　

次
光
（
砧
）

相
澤
葉
子
（
目
黒
）

小
澤
英
夫
（
渋
谷
）

吉
村
繁
昭
（
中
野
）

臼
井
美
智
子
（
杉
並
東
）

岡
村
ま
ゆ
み
（
杉
並
西
）

細
井
宏
武
（
杉
並
南
）

高
島
昌
美
（
豊
島
）

山
野
純
治
（
中
央
）

川
野
和
彦
（
日
本
橋
）

横
山
健
治
（
神
田
）

村
橋
哲
矢
（
芝
）

福
島
吉
功
（
麻
布
）

平
舘　

修
（
青
山
赤
坂
）

渡
辺
勝
治
（
牛
込
）

小
原
京
二
（
新
宿
）

西
口
啓
子
（
小
石
川
）

風
戸
ミ
ツ
子
（
本
郷
）

栗
田
英
樹
（
下
谷
）

三
浦
佐
惠
（
浅
草
）

渡
邉
志
雄
（
王
子
）

松
浦　

力
（
滝
野
川
）

鶴
貝
ト
モ
コ
（
荒
川
）

芳
賀
光
弘
（
品
川
）

吉
川
勝
康
（
長
崎
）

中
村　

章
（
板
橋
）

谷
口
新
一
郎
（
赤
塚
）

前
東
道
雄
（
志
村
）

大
田
文
雄
（
練
馬
）

渡
辺
ト
シ
子
（
石
神
井
）

佐
山
茂
吉
（
本
所
）

小
島
光
一
（
向
島
）

千
葉
フ
ミ
子
（
深
川
）

山
下
信
義
（
城
東
）

金
内
光
信
（
足
立
南
）

阿
部
芳
夫
（
足
立
北
）

西
江
京
子
（
葛
飾
）

田
中
保
範
（
葛
飾
北
）

金
子
正
吉
（
江
戸
川
）

菅
谷
茂
樹
（
小
岩
）

西
川
正
昭
（
立
川
）

花
上　

均
（
八
王
子
）

小
林
昭
治
（
日
野
）

大
野
昌
彦
（
多
摩
）

菊
地
光
徳
（
武
蔵
野
）

佐
々
木
泰
明
（
三
鷹
）

村
田
み
ど
り
（
西
東
京
）

榎
本
晃
浩
（
小
平
）

夛
胡
正
道
（
東
村
山
）

鈴
木
義
則
（
村
山
大
和
）

稲
葉
勝
美
（
府
中
）

大
熊
祐
子
（
調
布
）

尾
﨑
照
明
（
狛
江
）

金
丸
保
一
（
町
田
）

清
水
哲
夫
（
西
多
摩
）

☆ 

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

☆

　

第
一
線
で
美
容
業
務
に
精
励
し
、
他
の
模
範
と
な
る
優
れ

た
美
容
技
術
が
認
め
ら
れ
、
次
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

黄
綬
褒
章 

組
合
前
監
事　

渋
谷 

き
く
子　

殿

本
部
事
務
局
業
務
休
止
の
お
知
ら
せ

　

６
月
28
日
（
火
）、
大
田
区
総
合
体
育
館
に
お
い
て
第
58
回

ガ
ラ
・
ド
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
本
部
事
務
局

業
務
を
終
日
休
止
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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組
織
関
係

【
組
織
拡
充
事
業
】

　

規
制
緩
和
の
流
れ
に
乗
っ

て
、
美
容
師
の
業
務
独
占
を

脅
か
す
よ
う
な
規
制
改
革
の

要
望
・
提
案
が
今
も
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
業
権
の
確
保
に

は
組
織
拡
充
が
不
可
欠
で
す
。

組
合
の
存
在
意
義
や
組
合
の

メ
リ
ッ
ト
を
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し

て
、
更
な
る
組
合
加
入
促
進

を
行
い
た
い
。
又
、
同
時
に

新
し
い
メ
リ
ッ
ト
を
つ
く
る

企
画
検
討
を
行
う
な
ど
組
織

の
拡
充
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

１
．
加
入
推
進
専
門
員
の
組

合
未
加
入
店
舗
へ
の
訪
問

活
動
に
よ
る
組
合
加
入
促

進
２
．
組
合
未
加
入
店
舗
へ
の

組
合
事
業
案
内
の
送
付
に

よ
る
組
合
加
入
促
進

３
．
関
係
機
関
へ
の
組
合
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
置
に
よ

る
Ｐ
Ｒ

４
．
関
係
団
体
、
関
係
業
者

等
と
の
協
力
に
よ
る
組
合

Ｐ
Ｒ

５
．
社
会
的
役
割
を
果
た
す

た
め
の
社
会
貢
献
活
動

６
．
組
合
メ
リ
ッ
ト
の
企
画

及
び
組
合
未
加
入
店
と
の

差
別
化
を
図
る
為
の
事
業

７
．
東
美
同
組
青
年
会

「succeed

」
の
活
動
の

支
援

【
雇
用
促
進
事
業
】

　

少
子
・
高
齢
化
等
に
よ
り

今
後
、
労
働
力
不
足
は
避
け

ら
れ
な
い
状
況
で
あ
り
、
組

合
員
サ
ロ
ン
の
雇
用
促
進
の

た
め
、
求
人
・
求
職
の
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

美
容
学
校
と
の
連
携
や
復
帰

す
る
美
容
師
の
掘
り
お
こ
し

と
技
能
再
教
育
な
ど
に
も
対

応
し
て
い
き
た
い
。
又
、
受

入
れ
サ
ロ
ン
の
労
働
環
境
の

整
備
に
も
取
り
組
み
た
い
。

【
後
継
者
育
成
支
援
事
業
】

　

中
学
生
に
社
会
の
一
員
と

し
て
の
自
覚
を
促
す
と
と
も

に
、
望
ま
し
い
社
会
観
、
職

業
観
を
身
に
付
か
せ
る
、
後

継
者
育
成
の
為
の
中
学
生
職

場
体
験
の
受
入
れ
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

　

又
、
全
美
連
の
美
容
室
創

業
支
援
の
Ｂ
Ｍ
Ｓ
制
度
に
も

協
力
し
て
い
き
た
い
。

【
Ｉ
Ｔ
推
進
事
業
】

　

組
合
及
び
組
合
員
の
Ｉ
Ｔ

化
推
進
を
図
る
た
め
、
次
の

こ
と
を
実
施
し
た
い
。

１
．
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実

２
．
組
合
員
向
け
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
提
供

３
．
Ｉ
Ｔ
講
習
会
の
実
施

４
．
東
京
都
生
活
衛
生
営
業

指
導
セ
ン
タ
ー
へ
の
協
力

に
よ
る
Ｉ
Ｔ
事
業
の
推
進

５
．
組
合
内
部
の
情
報
伝
達

の
効
率
化

６
．
ヘ
ア
カ
タ
ロ
グ
等
サ
ロ

ン
向
け
宣
伝
素
材
の
配
信

７
．
イ
ベ
ン
ト
及
び
組
合
員

へ
の
取
材
と
動
画
配
信

８
．
技
能
・
知
識
教
育
の
動

画
配
信
等
Ｉ
Ｔ
活
用

９
．
求
人
・
求
職
サ
ー
ビ
ス

の
推
進

10
．
サ
ロ
ン
顧
客
管
理
シ
ス

テ
ム
の
提
供

11
．
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

12
．
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
の
配

信
【
広
報
事
業
】

　

組
合
員
へ
の
各
種
情
報
伝

達
及
び
対
外
へ
の
広
報
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
実
施
し

て
い
き
た
い
。

１
．
機
関
紙
「
Ｂ
Ａ
東
京
タ

イ
ム
ス
」
の
発
行

２
．
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

活
用

３
．
東
美
ダ
イ
レ
ク
ト
便
の

活
用

４
．
全
美
連
機
関
紙
「
Ｚ
Ｅ

Ｎ
Ｂ
Ｉ
」
の
購
読
促
進

５
．
ジ
ャ
ー
ナ
ル
等
の
活
用

６
．
対
外
へ
の
組
織
Ｐ
Ｒ

【
東
美
ダ
イ
レ
ク
ト
便
事
業
】

　

組
合
員
へ
の
情
報
伝
達
手

段
と
し
て
、
東
美
ダ
イ
レ
ク

ト
便
事
業
を
推
進
し
た
い
。

１
．
Ｂ
Ａ
東
京
タ
イ
ム
ス
、

組
合
情
報
等
の
配
布

２
．
業
者
の
広
告
、
チ
ラ
シ

封
入
に
よ
る
収
益
の
確
保

経
営
関
係

【
経
営
サ
ポ
ー
ト
事
業
】

　

組
合
員
の
店
舗
経
営
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
次
の
事

業
を
実
施
し
た
い
。

１
．
サ
ロ
ン
繁
栄
の
た
め
の

講
習
会
の
開
催

２
．
弁
護
士
、
税
理
士
、
社

労
士
に
よ
る
相
談
窓
口
の

設
置

３
．
青
色
帳
簿
の
斡
旋

４
．
経
営
に
関
す
る
情
報
収

集
・
情
報
提
供

５
．
労
務
関
係
書
類
の
整
備

６
．
営
業
用
の
表
示
物
の
作

成
、
配
布

７
．
事
業
協
同
組
合
の
事
業

活
用

８
．
東
京
都
生
活
衛
生
営
業

指
導
セ
ン
タ
ー
の
事
業
活

用
【
融
資
事
業
】

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
へ
の

融
資
申
し
込
み
に
利
便
を
図

り
た
い
。

１
．「
振
興
事
業
に
係
る
資

金
証
明
書
」
の
発
行

２
．
公
庫
へ
の
無
担
保
無
保

証
に
よ
る
生
活
衛
生
改
善

貸
付
申
込
者
の
指
導
と
推

薦
業
務

３
．
融
資
制
度
の
情
報
提
供

【
振
興
計
画
事
業
】

　

組
合
活
動
の
活
性
化
と
日

本
政
策
金
融
公
庫
の
融
資
金

利
の
優
遇
の
た
め
、
厚
生
労

働
省
告
示
「
美
容
業
の
振
興

指
針
」
に
基
づ
く
美
容
業
振

興
計
画
を
実
施
し
て
い
き
た

い
。

【
労
働
保
険
事
務
組
合
運
営

事
業
】

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
）
の
事
務
処
理
を

事
業
主
に
代
わ
っ
て
行
な
う

団
体
が
労
働
保
険
事
務
組
合

で
す
。
今
年
も
次
の
と
お
り

実
施
し
た
い
。

１
．
労
働
保
険
事
務
組
合
へ

の
加
入
促
進

２
．
事
務
組
合
加
入
店
舗
の

労
働
保
険
事
務
の
軽
減

【
管
理
美
容
師
資
格
認
定
講

習
会
協
力
事
業
】

　

㈶
理
容
師
美
容
師
試
験
研

修
セ
ン
タ
ー
へ
の
協
力
に
よ

る
、
組
合
員
の
管
理
美
容
師

資
格
認
定
講
習
会
の
受
講
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

又
、
講
座
の
中
で
受
講
者
に

対
し
て
組
合
組
織
の
重
要
性

に
つ
い
て
情
報
提
供
し
て
い

き
た
い
。

教
育
関
係

【
技
術
向
上
事
業
】

　

組
合
員
・
ス
タ
ッ
フ
の
美

容
技
術
向
上
を
図
る
た
め
、

次
の
と
お
り
実
施
し
た
い
。

１
．
各
種
技
術
講
習
会
の
企

画
、
開
催

２
．
東
京
美
容
家
集
団
と
の

連
携
事
業
の
企
画
、
実
施

３
．
第
44
回
全
日
本
美
容
技

術
選
手
権
大
会
へ
の
選
手

派
遣
と
選
手
強
化

４
．
職
業
訓
練
校
の
活
用

【
人
材
教
育
事
業
】

　

新
人
の
美
容
師
・
ス
タ
ッ

フ
を
対
象
に
、
社
会
人
と
し

て
、
美
容
師
と
し
て
の
心
構

え
な
ど
、
接
客
マ
ナ
ー
や
精

神
面
を
中
心
に
人
材
教
育
セ

ミ
ナ
ー
の
企
画
、
実
施
を
し

て
い
き
た
い
。
又
、
新
人
ス

タ
ッ
フ
の
受
入
れ
側
と
し
て

も
経
営
者
、
店
長
、
管
理
職

の
方
を
対
象
に
セ
ミ
ナ
ー
を

企
画
、
実
施
し
て
い
き
た
い
。

【
社
内
検
定
制
度
活
用
事
業
】 　

全
美
連
の
着
付
師
社
内
検

定
制
度
を
活
用
し
、
初
級
、

中
級
、
上
級
の
受
験
に
対
応

し
、
着
付
営
業
を
促
進
し
た

い
。

【
技
能
検
定
制
度
活
用
事
業
】

　

全
日
本
着
付
け
技
能
セ
ン

タ
ー
が
実
施
す
る
技
能
検
定

制
度
（
着
付
け
職
種
）
を
活

用
し
、
着
付
営
業
を
促
進
し

た
い
。

【
評
価
認
定
制
度
活
用
事
業
】

　

全
美
連
の
評
価
認
定
（
エ

ス
テ
、
ネ
イ
ル
、
メ
イ
ク
）

制
度
を
活
用
し
、
サ
ロ
ン
で

の
新
メ
ニ
ュ
ー
に
役
立
て
る

べ
く
推
進
し
た
い
。

【
美
容
師
実
技
試
験
協
力
事

業
】

　

㈶
理
容
師
美
容
師
試
験
研

修
セ
ン
タ
ー
実
施
の
美
容
師

実
技
試
験
の
試
験
委
員
候
補

者
推
薦
及
び
試
験
委
員
研
修

会
の
開
催
等
、
同
セ
ン
タ
ー

に
協
力
し
た
い
。

【
東
京
美
容
家
集
団
協
力
事

業
】

　

組
合
と
相
互
に
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
技
術
教
育
の
諸

事
業
に
つ
い
て
分
担
し
、
又

は
共
同
で
実
施
す
る
な
ど
、

協
力
し
て
い
き
た
い
。

【
第
58
回
ガ
ラ
・
ド
・
ラ
・

コ
ワ
フ
ュ
ー
ル
】

　

全
日
本
美
容
技
術
選
手
権

大
会
へ
の
選
手
選
考
も
兼
ね
、

今
年
も
次
の
と
お
り
開
催
し

た
い
。な
お
、内
容
に
つ
い
て

は
実
行
委
員
会
に
委
ね
た
い
。

１
．
美
容
技
術
コ
ン
ク
ー
ル

２
．
シ
ョ
ー
ス
テ
ー
ジ

３
．
美
容
関
連
業
者
等
の
出

展
、
他

総
務
関
係

【
総
合
福
祉
共
済
制
度
加
入

推
進
事
業
】

　

万
が
一
の
時
や
結
婚
、
出

産
、
還
暦
等
の
祝
い
金
ま

で
、
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
全
美

連
「
総
合
福
祉
共
済
制
度
」

へ
の
加
入
に
つ
い
て
、
今
年

も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、

推
進
し
た
い
。

【
美
容
所
賠
償
責
任
補
償
制

度
活
用
事
業
】

　

今
年
度
も
全
美
連
「
美
容

所
賠
償
責
任
補
償
制
度
」
へ

の
全
員
加
入
で
、
組
合
員
の

サ
ロ
ン
で
の
事
故
等
に
対
応

し
た
い
。

【
休
業
補
償
共
済
制
度
】

　

組
合
員
や
ス
タ
ッ
フ
が
病

気
や
ケ
ガ
で
仕
事
が
で
き
な

く
な
っ
た
と
き
、
そ
の
間
の

所
得
を
補
償
す
る
全
美
連

「
休
業
補
償
共
済
制
度
」
を

活
用
し
た
い
。

【
共
助
会
事
業
】

　

組
合
員
店
舗
の
火
災
及
び

自
然
災
害
に
見
舞
金
を
贈
る
、

東
美
災
害
共
助
会
の
適
正
な

運
営
を
推
進
し
た
い
。

【
集
団
扱
総
合
火
災
保
険
活

用
事
業
】

　

組
合
員
店
舗
の
火
災
、
風

水
害
、
盗
難
な
ど
各
種
災
害

へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
、
集
団
扱

総
合
火
災
保
険
を
活
用
し
た

い
。

【
貸
衣
装
業
者
と
の
連
携
事

業
】

　

着
物
貸
衣
装
業
者
と
の
連

携
に
よ
り
、
着
付
営
業
の
保

全
と
活
性
化
を
図
り
た
い
。

【
福
利
・
厚
生
事
業
】

　

組
合
員
、
ス
タ
ッ
フ
等
の

福
利
・
厚
生
に
次
の
事
業
を

実
施
し
た
い
。

１
．
永
年
勤
続
表
彰
の
実
施

２
．
組
合
員
へ
の
弔
慰
金
の

贈
呈

３
．
親
睦
旅
行
や
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
等
の
実
施

【
法
政
事
業
】

　

法
律
や
政
治
等
に
係
る
諸

問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
次

の
活
動
を
展
開
し
た
い
。

１
．
法
律
改
正
に
関
係
す
る

調
査
並
び
に
情
報
収
集

２
．
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
各
県
美

容
組
合
及
び
全
美
連
と
の

連
携

３
．
組
合
事
業
の
推
進
に
係

わ
る
行
政
当
局
へ
の
陳
情
、

請
願
等

【
商
品
推
薦
事
業
】

　

良
質
で
割
安
な
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
の
推
薦
は
、
組
合
員

の
メ
リ
ッ
ト
に
も
な
る
の
で
、

今
年
も
推
進
し
た
い
。

【
東
京
認
定
美
容
師
会
協
力

事
業
】

　

会
が
実
施
す
る
各
種
事
業

に
つ
い
て
協
力
し
た
い
。

東
京
都
福
祉
美
容
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
事
業

　

高
齢
化
社
会
に
対
応
で
き

る
よ
う
福
祉
美
容
事
業
等
、

次
の
こ
と
を
実
施
し
て
い
き

た
い
。

１
．
各
自
治
体
と
の
連
携
等

に
よ
る
福
祉
美
容
サ
ー
ビ

ス
の
実
施

２
．
福
祉
美
容
に
係
わ
る
講

習
会
の
開
催

３
．
全
美
連
の
ハ
ー
ト
フ
ル

美
容
師
養
成
研
修
の
開
催

４
．
社
会
福
祉
法
人
浴
風
会

内
美
容
室
に
お
け
る
美
容

サ
ー
ビ
ス
の
提
供

対
外
事
業
関
係

　

組
合
の
社
会
貢
献
や
美
容

の
発
展
に
資
す
る
た
め
、
関

係
官
庁
、
関
係
団
体
の
行
う

事
業
に
協
力
す
る
と
共
に
、

外
の
団
体
等
と
の
交
流
に
よ

る
情
報
収
集
に
も
努
め
、
組

合
事
業
の
推
進
に
反
映
さ
せ

た
い
。

新
事
業
の
検
討

　

社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う

組
合
事
業
の
方
向
性
の
模
索
、

検
討
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他

　

理
事
会
が
特
に
必
要
と
認

め
た
事
業
を
時
宜
に
即
し
て

実
施
し
て
い
き
た
い
。

平成27年度収支決算及び平成28年度収支予算
収入の部 （単位：円）

科 目 28年度予算額 27年度決算額

事 業 収 入 75,590,000 74,890,402

事 業 外 収 入 82,165,000 89,788,389

会館関係収入 51,706,000 51,954,537

合 計 209,461,000 216,633,328

支出の部 （単位：円）

科 目 28年度予算額 27年度決算額

事 業 費 71,667,960 65,559,611

会 議 費 5,636,932 4,515,750

一 般 管 理 費 81,569,800 86,114,420

事 業 外 支 出 14,540,000 14,957,246

会館関係支出 35,293,141 37,344,405

支 出 合 計 208,707,833 208,491,432

予 備 費 753,167

当期収支差額 0

当 期 剰 余 金 8,141,896

支出予算総額 209,461,000 216,633,328

境
の
中
で
も
安
売
り
競
争
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
新

メ
ニ
ュ
ー
、
新
サ
ー
ビ
ス
等
を
採
り
入
れ
て
適
正
料
金

の
維
持
に
努
め
、
お
客
様
の
来
店
頻
度
と
単
価
の
ア
ッ

プ
に
精
力
を
傾
け
る
べ
き
で
す
。
そ
し
て
収
益
を
上
げ

て
お
客
様
の
満
足
度
を
高
め
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
平
成
28
年
度
は
技
術
面
や
接
客
面
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
つ
つ
、
労
務
問
題
や
営
業
上
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
啓
蒙
な
ど
を
進
め
て
い
き
た
い
。

恒
常
事
業
の
柱
に
は
、
付
加
価
値
の
高
い
サ
ロ
ン
の
拡

大
を
目
指
す
一
方
、
組
合
員
の
増
員
を
図
り
な
が
ら
、

臨
機
に
対
応
し
、
概
ね
次
の
事
業
を
施
行
い
た
し
た
い
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
経
済
効
果
が
実
感
で
き
な
い

美
容
業
界
は
更
に
、
規
制
緩
和
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
経
営
環

境
の
変
化
に
も
対
処
し
つ
つ
、
低
迷
す
る
消
費
需
要
、

深
刻
化
す
る
美
容
師
の
人
手
不
足
な
ど
の
課
題
を
抱
え

て
難
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
美
容
業
は
付

加
価
値
の
高
い
職
業
で
す
か
ら
、
こ
う
し
た
厳
し
い
環

　
　
　
　
　 

事
業
計
画

平
成
28
年
度
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５月
２日 理事会

役員・総代等選挙管理委員会
９日 広報会議
10日 コンテスト技術講習会（着付）
11日 コンテスト技術講習会（ヘア）
12日 ＴＢＡ月例会
17日 着付師社内検定受験講習会（学科）

コンテスト技術講習会（着付）
18日 コンテスト技術講習会（ヘア）
24日 総会・総代会

理事会
26日 サロン繁栄勉強会
６月
１日 コンテスト技術講習会（ヘア）
２日 ＴＢＡ月例会
６日 広報会議
７日 コンテスト技術講習会（着付）
８日 コンテスト技術講習会（ヘア）
10日 ガラ・ド実行委員会
14日 コンテスト技術講習会（着付）
16日 ＴＢＡ総会
22日 東京・関東ブロック総会
24日 東京認定美容師会総会
28日 第58回ガラ・ド・ラ・コワフュール
30日 サロン繁栄勉強会

組合日誌
誰でも自由に
参加できる サロン繁栄 勉強会

日　時　 平成28年６月30日（木）
　　　　19：00～21：00
会　場　美容会館２階研修室
　　　　渋谷区代々木1-56-4
テーマ　 「起死回生の

リアルブランディング」
～あの小さなお店が

儲かり続ける理由～
講　師　中谷 嘉孝

［㈲アトリエオリーブ代表取締役］
会　費　認定会会員 無料
　　　　組合員及びそのスタッフ 500円
　　　　非組合員 1,000円
申　込　 本紙同封チラシにある申込書に記入

しFAXにてお申込みください。
主　催　東京認定美容師会

（TEL 03-3370-4744）

災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や

っ
て
く
る
。
災
害
の
直
後
は

用
心
す
る
が
、
時
間
が
経
ち

忘
れ
た
こ
ろ
に
な
る
と
、
又
、

災
害
が
や
っ
て
く
る
。
熊
本

地
震
も
他
人
事
で
は
な
い
。

い
つ
何
時
、
我
が
身
に
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
。
用
心
は

し
て
い
て
も
何
と
も
出
来
な

い
。
本
当
に
怖
い
で
す
。
熊

本
県
の
美
容
組
合
も
大
変

な
被
害
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

私
達
の
仲
間
に
心
よ
り
御
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

閑
話
休
題

我
が
Ｂ
Ａ
東
京
の
葛
飾
支

部
（
細
谷
恒
明
支
部
長
）
と

葛
飾
北
支
部
（
田
中
保
範
支

部
長
）
が
５
年
前
か
ら
開
催

し
て
い
る
「
美
容
ま
つ
り
」

の
中
で
、
事
情
が
あ
っ
て
今

迄
結
婚
式
を
挙
げ
ら
れ
な
か

っ
た
夫
婦
に
、
結
婚
式
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
広
報
紙
で
募
集

し
２
組
の
夫
婦
が
選
ば
れ
た
。

当
日
は
着
付
、
ヘ
ア
セ
ッ

ト
、
式
場
や
披
露
宴
な
ど
が

両
支
部
か
ら
贈
ら
れ
白
無
垢

の
花
嫁
さ
ん
と
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
ド
レ
ス
姿
の
花
嫁
が
登
場

す
る
と
、
家
族
ら
は
目
を
細

め
な
が
ら
祝
福
。
青
木
克
徳

葛
飾
区
長
が
立
会
人
を
務
め

た
。
披
露
宴
で
は
２
組
が
結

婚
式
を
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た

理
由
を
司
会
者
が
語
り
、
会

場
は
大
き
な
感
動
に
包
ま
れ

た
。
両
支
部
長
に
は
東
京
都

美
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
の

存
在
価
値
を
高
め
て
頂
き
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
広
報

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
因
幡
）

　

５
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た

第
24
回
通
常
総
会
の
開
会
に

先
立
っ
て
、
平
成
28
年
永
年

勤
続
役
員
・
従
業
員
の
表
彰

が
行
わ
れ
、
会
場
か
ら
労
い

と
祝
福
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

□
永
年
勤
続
役
員
表
彰

　

組
合
の
役
員
、
支
部
長
の

職
に
10
年
就
か
れ
た
方
々
を

表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年
度

の
受
賞
者
は
谷
口
新
一
郎
さ

ん
で
し
た
。

□
永
年
勤
続
従
業
員
表
彰

　

組
合
員
店
舗
従
業
員
と
し

て
長
年
に
わ
た
っ
て
勤
続
さ

れ
た
方
々
の
労
に
報
い
る
た

め
に
組
合
が
表
彰
す
る
も
の
。

表
彰
の
対
象
は
、勤
続
30
年
・

20
年
・
10
年
で
、
合
わ
せ
て

62
名
の
従
業
員
の
方
々
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
名
前
は

次
の
と
お
り
で
す
。（敬

称
略
）

 

・
30
年
勤
続
（
17
名
）

阿
曽
美
代
子
、
河
合
な
お
美

玉
村　

由
美
、
清
野　

恵
子

佐
藤
久
美
子
、
佐
藤　

明
夫

倉
橋　

洋
子
、
森　
　

理
絵

木
村
ゆ
か
り
、
平
松　

弘
子

小
髙
加
津
江
、
大
杉　

英
子

堀
合　

好
恵
、
中
島　

晶
子

佐
藤　

て
る
、
横
山　
　

勉

豊
釜　

文
博

 

・
20
年
勤
続
（
21
名
）

江
草　

洋
子
、
阿
部　

幸
枝

佐
々
木
百
合
子
、
穴
倉
め
ぐ
み

坂
口
美
智
子
、
堀
内
美
穂
子

望
月
ひ
と
美
、
髙
田
由
紀
子

新
井　

佳
子
、
岡　

由
美
子

西
森　

華
代
、
金
井　

貴
子

髙
城　

正
子
、
中
下
麻
衣
子

細
谷　

初
江
、
吉
田
き
み
よ

永
見　

光
枝
、
五
十
木
裕
美

上
野　
　

登
、
藤
野
美
由
紀

島
田　

夕
子

 

・
10
年
勤
続
（
24
名
）

木
下
光
太
郎
、
町
田　

剛
人

藤
沢　

鎮
二
、
野
田
久
美
子

由
井　

宏
朋
、
和
泉　

孝
子

太
田　

有
香
、
諏
訪
美
千
代

西
都　

貴
之
、
長
田　

裕
紀

石
岡
奈
津
紀
、
大
越　

美
紀

河
鰭　

貴
子
、
黒
川　

怜
子

田
中　

尚
美
、
池
田　

浩
美

石
川　
　

誠
、
齋
藤　
　

薫

金　
　

振
玉
、
鎌
田　

園
子

石
田
め
り
子
、
畠
山　

敦
子

北
濱
知
歌
子
、
川
上　

美
子

☆
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す　

☆
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
す

永
年
勤
続
役
員
・
従
業
員
を
表
彰

第
44
回
全
日
本
美
容
技
術
選
手
権
大
会

観
戦
と
別
府
・
湯
布
院
温
泉
の
旅

　

全
美
連
主
催
の
全
日
本
美

容
技
術
選
手
権
大
会
が
10
月

18
日
、
大
分
県
別
府
市
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
全
国
の
組
合

か
ら
選
抜
さ
れ
た
有
力
な
選

手
が
日
本
一
を
目
指
し
て
熱

い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　

東
京
代
表
の
選
手
は
毎
回

大
健
闘
し
て
お
り
、
今
年
も

好
成
績
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

組
合
で
は
大
会
の
観
戦
を

兼
ね
た
恒
例
の
旅
行
を
企
画

し
ま
し
た
の
で
、
秋
の
九
州
、

別
府
・
湯
布
院
温
泉
を
是
非

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
本
紙
同
封
の
チ

ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。

期　　日　10月18日（火）～19日（水）＜１泊２日＞
旅 行 先　大分県別府・湯布院温泉など
参 加 費　60,000円（大会入場券6,000円付）
募集人数　40名
申し込み　参加費を添えて各支部へお申込み下さい。
申込締切　９月13日（火）
　　　　　※但し、定員になり次第締め切ります。

行　　程　＜１日目＞
　　　　　�８:15 羽田空発⇒９:50 大分空港⇒11:00 大会々場（別府国際コンベンション

センター）観戦・弁当⇒17:10 湯布院温泉「秀峰館」（泊）

　　　　　※オプショナルツアー 12:30～16:00 別府地獄めぐり等もあります。（別料金）

　　　　　＜２日目＞

　　　　　�８:30「秀峰館」出発⇒湯布院観光⇒10:30 九重“夢”大吊橋⇒12:10 別府観光（昼

食・お買物）⇒14:30 大神ファーム⇒大分空港⇒18:30 羽田空港

※都合により行程に変更が生ずる場合がありますのでご了承下さい。

企　　画　ＢＡ東京　総務部　　主　　催　株式会社ソニックツアーズ

参 加 者

募 集

ガラ・ド開催迫る！
６月28日㈫
コンクール全種目に
非組合員の参加ＯＫ

　

今
年
の
ガ
ラ
・
ド
の
注
目

は
コ
ン
ク
ー
ル
の
新
種
目
を

加
わ
え
た
全
８
種
目
が
、
美

容
師
で
あ
れ
ば
組
合
員
以
外

の
人
も
出
場
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
で
す
。
多
く
の

美
容
師
に
組
合
事
業
に
触
れ

て
親
し
み
、
組
合
を
理
解
し

て
も
ら
お
う
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

11
：
00
　
開
場

11
：
30
　
開
会

11
：
35
　
コ
ン
ク
ー
ル

16
：
10
　
シ
ョ
ー
ス
テ
ー
ジ

17
：
15
　
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　
　
　（
表
彰
式
・
抽
選
会
）

18
：
15
　
終
了

　

東
京
認
定
美
容
師
会
（
鈴

木
則
子
会
長
）
主
催
の
「
サ

ロ
ン
繁
栄
勉
強
」、
4
月
は

22
日
（
金
）
午
後
７
時
よ
り

美
容
会
館
２
階
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ヘ
ア

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
い
ろ

い
ろ
」。
今
、
サ
ロ
ン
で
需

要
の
多
い
2
種
類
を
紹
介
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
増
毛
エ
ク

ス
テ
ン
シ
ョ
ン
。
高
齢
化
が

進
む
中
、
薄
毛
を
気
に
す
る

女
性
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

そ
ん
な
悩
み
を
解
決
し
、
自

然
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
を

実
現
す
る
増
毛
ヘ
ア
エ
ク
ス

テ
ン
シ
ョ
ン
を
実
演
。
1
本

の
毛
に
4
本
の
細
い
人
工
毛

（
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
）
を

結
束
し
て
自
毛
に
自
然
に
馴

染
ん
で
見
分
け
が
つ
か
ず
、

装
着
に
よ
る
違
和
感
も
な
く
、

着
け
て
い
る
こ
と
を
感
じ
な

い
増
毛
エ
ク
ス
テ
を
、
実
際

に
受
講
者
も
装
着
し
て
、
そ

イ
ベ
ン
ト

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
予
定
）

サ
ロ
ン
繁
栄

勉
　
強
　
会

ヘ
ア
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

増
毛
な
ど
２
種
学
ぶ

恒
例
の
茶
会
開
き

和
の
静
寂
な
世
界
に
浸
る

小
岩
支
部29

日
㈫
江
戸
川
区
行
船
公
園

に
あ
る
平
成
庭
園
・
源
心
庵

に
て
恒
例
の
お
茶
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
江
戸
川
支
部
や

他
区
か
ら
の
お
客
様
に
も
大

勢
ご
参
加
を
頂
き
、
優
美
な

和
の
静
寂
な
世
界
に
身
を
置

い
て
の
一
服
の
お
茶
に
は
、

こ
の
上
な
い
味
わ
い
と
趣
が

広
が
る
。
年
に
数
回
開
催
さ

れ
て
お
り
、
特
に
こ
の
時
期

の
茶
会
は
気
候
や
庭
園
の
風

情
と
も
合
わ
せ
、
最
高
の
風

流
さ
を
醸
し
出
し
て
く
れ
る
。

　

部
屋
中
を
歩
く
と
数
寄
屋

　

小
岩
支
部
（
菅
谷
茂
樹
支

部
長
）
の
支
部
員
で
構
成
し

て
い
る
友
美
会
（
黒
田
恵
美

子
代
表
）
で
は
、
さ
る
３
月

29
日
（
火
）、
桜
花
爛
漫
の

造
り
の
各
部
屋
は
何
と
も
言

え
な
い
落
ち
着
き
が
漂
う
畳

の
香
り
が
心
地
よ
く
、
障
子

を
開
け
た
満
開
の
桜
や
縁
越

し
に
広
が
る
山
水
の
眺
め
は

言
葉
に
は
表
し
難
い
ほ
ど
の

も
の
が
あ
る
。
正
座
が
苦
手

な
方
に
は
立
礼
式
の
茶
室
も

あ
り
、
そ
の
上
…
歳
以
上
の

区
民
が
借
り
る
と
無
料
と
は

親
切
こ
の
上
な
い
。

　

隣
に
は
、
同
じ
く
無
料
の

釣
り
堀
や
動
物
園
、
野
球
や

サ
ッ
カ
ー
等
も
で
き
る
運
動

場
も
併
設
さ
れ
て
お
り
老
若

男
女
が
み
ん
な
楽
し
め
る
憩

い
の
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

次
回
好
季
節
の
開
催
が
待
た

れ
る
素
晴
ら
し
い
茶
会
で
し

た
。
次
回
参
加
希
望
者
は
ど

な
た
で
も
結
構
で
す
の
で
お

声
が
け
く
だ
さ
い
。

　

４
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
は
、
治
安
・
親
切

心
・
和
食
だ
け
で
な
く
、
着

物
等
美
の
世
界
や
ワ
ビ
さ
び

の
和
の
匠
の
世
界
を
知
ら
し

め
て
観
光
客
に
喜
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

W
elcom

e�to�japan�

よ
り

一
歩
先
の
歓
迎
を
込
め
て
！

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

中
里
か
つ
江
さ
ん

（
足
立
南
支
部
）

（
平
成
28
年
４
月
15
日
）

竹
本
幸
之
進
さ
ん（牛

込
支
部
）

（
平
成
28
年
４
月
17
日
）

の
効
果
を
体
験
し
ま
し
た
。

2
つ
目
の
エ
ク
ス
テ
は
、
若

い
女
性
に
人
気
の
手
軽
に
ヘ

ア
エ
ク
ス
テ
が
で
き
る
シ
ー

ル
エ
ク
ス
テ
の
紹
介
。
シ
ー

ル
タ
イ
プ
に
し
て
短
時
間
で

の
装
着
を
可
能
に
し
た
新
し

い
ヘ
ア
エ
ク
ス
テ
で
、
渋
谷

で
Ｎ
Ｏ
１
の
売
上
げ
を
誇
る

専
門
サ
ロ
ン
「
エ
ク
ス
テ
市

場
」
の
ス
タ
ッ
フ
が
実
演
。

僅
か
な
時
間
で
ア
イ
ロ
ン
一

つ
あ
れ
ば
誰
に
で
も
出
来
て

し
ま
う
こ
と
か
ら
、
特
に
若

い
女
性
が
多
い
サ
ロ
ン
で
メ

ニ
ュ
ー
化
が
進
み
そ
う
で
す
。



Ｂ Ａ 東 京 タ イ ム ス 平成28年 6月10日（ 金曜日 ）（ 4 ）第 676 号

７月月例会
７月月例会は『第１木曜日⇒第４火曜日
の昼間』です！ご注意下さい。
 日　時 　７月26日㈫　13：00～（予定）
 会　場  　美容会館９Ｆ　ＴＢホール
 会　費  　会員無料、ビジター3,000円
 コンテスト２種目 　 浴衣メイクコンテスト／　
　　　　　　　　　　浴衣アップスタイルコンテスト
 着付 •現代 “YUKATA” ポップ＆ワイルド　森居美和
　　　•夏の装い　吉田多重美
※ 競技の都合上、月例会の開催時刻が変更される場合がございます。ご来場の際は、
TBA会員宛「メンバーズニュース」等で、事前に開催時刻のご確認をお願いします。

各種実技講習会のお知らせ
泫受講料について　M：TBA会員 /S：TBA会員の店の従業員 /V：ビジター

ヘ　　　　ア
◆前代未聞 スペシャルな実技されるCUT講習会M 6,000円 S 6,000円 V 8,000円
あなたのヘアスタイルは本当にあなたに似合っていますか？自分自身が実
際にモデルになってみませんか？
 日時  6/21㈫　10：00～15：00
 講師  内藤博司（ブロー担当）、安田光宏（カット担当）
◆浴衣アップスタイル実技講習会【7月月例会浴衣アップスタイルコンテストに向けて】
M 2,000円 S 2,000円 V 2,000円
７月26日㈫に行われる浴衣アップスタイルコンテストに向けて。
 日時  7/5㈫　10：00～13：00　 講師  北村賢、松本桂

着　　　　付
◆着付け職種技能検定１級実技試験対応講習会MSV２日間一律20,000円
秋の実技に備えてlesson！
 日時  7/14㈭、7/21㈭　18：30～21：30　 講師  由井紀惠子　
◆Ｃコース中振袖【テキスト付】M21,000円 S24,000円 V27,000円
中振の着付はもちろん、美しい帯の巻き方、結び方、交差の仕方など。
 日時  6/23(木)、7/14(木)、7/21(木)、7/28(木)　19：00～21：30
 講師  当会着付部常任指導委員以上

7月月例会のご案内及びコンテスト選手出場募集
７月の月例会は、７月26日㈫に美容会館９F TBホールで、昼間（13：00頃）
に開催します。内容はコンテスト2種目と着付ステージです。コンテスト出場
ご希望の方やお問合せ等は下記をご参照のうえ、TBA事務局までお願いします。
◆浴衣メイクコンテスト【人体競技】 7/26㈫ 競技時間25分
テーマ（趣旨）：「浴衣メイク」という大きなテーマの中に自分の感性で自
由にデザインを構成する。また、独創的でクリエイティブな中にも、「浴
衣」「ヘアスタイル」「メイク」「アクセサリー」の調和を大切にしたトー
タルなバランスを審査します。
◆浴衣アップスタイルコンテスト【人体競技】7/26㈫ 競技時間25分
テーマ（趣旨）：「浴衣アップスタイル」という大きなテーマの中に自分の
感性で自由にデザインを構成する。また、独創的でクリエイティブな中に
も、「浴衣」「ヘアスタイル」「メイク」「アクセサリー」の調和を大切にし
たトータルなバランスを審査します。
※各種目共通　参加料：一律3,000円
参加資格：美容室に勤務している方、または美容学校に在学している学生
競技賞：賞状・副賞賞金・協賛商社賞などをご用意する予定です。

販売品のお知らせ
◆TBAオリジナルシザー
 定価  80,000円（税込）
 TBA会員価格  55,000円（税込）
鋼材は高価なコバルトモリブデンを使用。
サイズは5.75インチ！※1回無料の研磨調整チケット付
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東京美容家集団
Tokyo Beautician Association

全美連・総合福祉共済制度にご加入の皆様へ

特別給付金のご請求はお忘れなく！
≪ 請求権は事由が発生してから１年間です ≫

結婚祝金、子供誕生祝金、人間ドック補助金、入院療養見舞金、銀婚・金婚祝金、
還暦・古希祝金、配偶者死亡弔慰金、子供死亡弔慰金、長寿祝金があります。

※請求権は制度加入１年後から お問合せは　東京都美容生活衛生同業組合まで

平成28年
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被保険者数
23,068人

 
事業主組合員

3,098人

従業員組合員
14,462人

同一世帯家族
5,508人

「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」

の
発
送
に
つ
い
て

◆ 

対
象
者
…
四
月
一
日
現
在

に
資
格
が
あ
り
、
四
十
歳

〜
七
十
四
歳
ま
で
の
方

◆ 

発
送
時
期
…
医
師
会
と
契

約
締
結
地
区
の
対
象
被

保
険
者
か
ら
順
次
発
送

い
た
し
ま
す
。（
六
月
下

旬
〜
八
月
の
予
定
）

◆ 

有
効
期
限
…
平
成
二
十
九

年
一
月
末
日
ま
で
。

◆ 

健
診
費
用
…
基
本
項
目
は

当
組
合
で
負
担
い
た
し

ま
す
。

◆ 

健
診
機
関
…
受
診
券
と
同

封
の
一
覧
表
を
ご
覧
下

さ
い
。

※ 

ご
不
明
な
点
は
、
当
組
合

ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

前
期
高
齢
者
の「
高
齢
受
給

者
証
」が
更
新
と
な
り
ま
す

現
在
お
使
い
の「
高
齢
受

給
者
証
」の
有
効
期
限
は
、

平
成
二
十
八
年
七
月
三
十
一

日
で
す
。
八
月
一
日
か
ら
の

新
し
い「
高
齢
受
給
者
証
」は

平
成
二
十
八
年
度（
二
十
七

年
中
所
得
）の
所
得
証
明
書

類
で
一
部
負
担
金
割
合
を
決

定
し
、
七
月
末
頃
に
皆
様
の

ご
自
宅
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
に
は
六
月

中
旬
に
お
知
ら
せ
を
発
送
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
く
お

読
み
の
う
え
、
所
得
証
明
書

類
を
早
め
に
国
保
組
合
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。

書
類
提
出
の
最
終
締
切
は

七
月
八
日
（
金
曜
日
）
必
着

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
所
得
証
明
書
類
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
平
成
二
十
八
年
度
市
町
村

民
税
・
都
道
府
県
民
税
納

税
通
知
書
の
コ
ピ
ー

②
平
成
二
十
八
年
度
住
民
税

課
税
証
明
書（
非
課
税
の
方

は
非
課
税
証
明
書
）の
原
本

③
平
成
二
十
八
年
度
特
別
徴

収
税
額
通
知
書
の
コ
ピ
ー

◆
住
民
税
課
税
証
明
書
は
、

課
税
標
準
額
が
明
記
し
て

あ
る
も
の
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
確
定
申
告
を
さ
れ
て
い
る

方
は
、
平
成
二
十
七
年
分

確
定
申
告
書
の
コ
ピ
ー
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

出
産
・
死
亡
・

入
院
し
た
と
き

▽ 

直
接
支
払
い
制
度
を
利
用

で
き
ま
す
。

出
産
費
用
の
お
支
払
い
の

際
、
出
産
育
児
一
時
金
の
金

額
を
差
引
い
た
額
で
会
計
で

き
る
よ
う
、
出
産
育
児
一
時

金
を
、
医
療
保
険
者
（
美
容

国
保
）
か
ら
病
院
な
ど
に
直

接
支
払
う
仕
組
み
で
す
。

▽ 

出
産
育
児
一
時
金（
現
金

給
付
）

　
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と

き
、一
件
当
た
り
四
二
〇
、〇

〇
〇
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
妊
娠
四
ヶ
月
以
上
で
あ
れ

ば
、
流
産
・
死
産
で
も
支
給

さ
れ
、
双
生
児
の
と
き
は
、

二
件
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
産
科
医
療
補
償
制
度
対

象
分
娩
で
な
い
場
合
は

四
〇
四
、〇
〇
〇
円
）

▽
出
産
手
当
金（
現
金
給
付
）

資
格
取
得
後
六
ヶ
月
以
上

の
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と

き
、
次
の
「
出
産
手
当
金
」

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

・ 
事
業
主
組
合
員
〜
一
日
に

つ
き
一
、
〇
〇
〇
円
の
三
十

日
分
〜
三
〇
、
〇
〇
〇
円

・
従
業
員
組
合
員
〜
一
日
に

つ
き
七
〇
〇
円
の
三
十
日

分
〜
二
一
、
〇
〇
〇
円

・
同
一
世
帯
家
族
〜
一
日
に

つ
き
五
〇
〇
円
の
三
十
日

分
〜
一
五
、
〇
〇
〇
円

▽
葬
祭
費（
現
金
給
付
）

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と

き
、
そ
の
葬
祭
を
行
な
っ
た

人
に
対
し
て
、
次
の
葬
祭
費

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
事
業
主
組
合
員
が
死
亡
し

た
と
き一

〇
〇
、
〇
〇
〇
円

・
従
業
員
組
合
員
が
死
亡
し

た
と
き

七
〇
、
〇
〇
〇
円

・
同
一
世
帯
家
族
が
死
亡
し

た
と
き

七
〇
、
〇
〇
〇
円

▽
入
院
手
当
金（
現
金
給
付
）

資
格
取
得
し
、
三
ヶ
月
以

上
た
っ
て
い
る
被
保
険
者
に

は
次
の
「
入
院
手
当
金
」
が

支
給
さ
れ
ま
す
。（
出
産
・

交
通
事
故
関
係
は
除
外
。
た

だ
し
帝
王
切
開
は
可
）

・
事
業
主
組
合
員
〜
一
日
に

つ
き
一
、
〇
〇
〇
円
の
入

院
日
数
分

・
従
業
員
組
合
員
〜
一
日
に

つ
き
七
〇
〇
円
の
入
院
日

数
分

・
同
一
世
帯
家
族
〜
一
日
に

つ
き
五
〇
〇
円
の
入
院
日

数
分

※1回無料の研磨調整チケット付
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